
弥
生
間
近
の
２
月
22
日
13

時
30
分
～
16
時
ま
で
上
記
の

会
場
に
て
補
聴
器
助
成
推
進

支
部
学
習
・
交
流
会
を
48
人

の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

挨
拶
で
加
納
忠
委
員
長
は
、

加
齢
性
難
聴
で
困
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
大
勢
の
高

齢
者
が
声
を
上
げ
ら
れ
ず
に

い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
の
請
願
状
況

①
国
へ
の
意
見
書
採
択
自
治

体

●
池
田
・
摂
津
・
吹
田
・

交
野
・
松
原
・
富
田
林
・
泉

大
津
市

②
市
町
村
独
自
の

助
成
制
度
採
択
自
治
体
●
松

原
・
富
田
林
市

③
市
町
村

独
自
の
助
成
制
度
実
施
自
治

体

●
貝
塚
市

◆
高
槻
支
部

市
民
だ
け
の
意
見
書
採
択

は
難
し
い
。
現
在
市
長
へ
の

直
訴
を
重
点
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
「
補
聴
器
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
た
が
３
割
の

回
答
だ
っ
た
。
他
団
体
と
共

同
し
て
運
動
を
拡
げ
て
い
く
。

◆
富
田
林
支
部

請
願
書
を
社
保
協
・
新
婦

人
と
共
同
で
提
出
、
全
会
一

致
で
可
決
。
「
聞
こ
え
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施

し
２
０
０
人
中
80
人
が
回
答
。

随
時
学
習
会
を
開
い
て
い
る
。

◆
松
原
支
部

以
外
に
も
自
民
党
が
賛
成

に
回
り
助
成
制
度
が
、
採
択

さ
れ
た
。
（
維
新
は
反
対
）

次
に
他
団
体
と
共
に
市
長
あ

て
に
市
独
自
の
補
助
を
も
と

め
る
要
望
書
を
提
出
。

林
洋
司
執
行
委
員
が
、
て

び
き
を
元
に
国
・
自
治
体
・

議
会
・
団
体
等
の
動
き
、
認

定
補
聴
器
技
能
者
を
も
っ
と

増
や
す
事
、
今
東
京
が
リ
ー

ド
し
て
い
る
と
解
り
易
く
丁

寧
に
説
明
さ
れ
た
の
で
短
く

て
も
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
ど
の
様
に
取
り

組
む
の
か
。

補
聴
器
助
成
推
進
を
大
阪

府
内
全
て
の
市
町
村
で
取
り

組
み
、
も
っ
と
多
く
の
年
金

者
の
意
見
や
声
を
聞
く
。

社
保
協
・
生
健
会
・
民
商

等
他
団
体
と
共
同
し
て
社
会

全
体
で
大
き
な
う
ね
り
を
作

り
だ
し
自
治
体
は
も
と
よ
り

国
へ
制
度
と
し
て
の
創
設
を

求
め
る
運
動
を
拡
げ
て
い
く

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

介前げ無

２０２３年３月１５日(水曜日) 年金者しんぶん 第三種郵便物許可 第３９９号付録 (２)

国は補聴器購入への公的補助の制度化を

年金者組合大阪府本部 補聴器助成推進・支部学習交流会

日時 ２０２３年２月２２日（水）１３:３０～１６:００ 会場 大阪グリーン会館２階ホール

支
部
実
践
報
告

て
び
き
説
明

質
疑
応
答

てびきを元に説明する林洋司府本部執行委員


